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1．はじめに 

従来、大学入試という点で接していた高校－大学教育の連携を強化し、社会で生きる力を伸ばす場

として面で捉える重要性が指摘されて久しい。特に情報通信関連については、いよいよ今年度から高

校にて「情報 I」が必修化され、大学においても数理・データサイエンス教育の全学部学生への展開

など文理横断的・異分野融合的な知を備えた人材の育成が進められている。一方、高大接続も今後充

実すべき課題として挙げられており、コロナ禍での経験も大いに活かしながら、より効果的な、面と

しての高大接続教育を行うための方法論の確立が急がれている。 

今回、新潟大学創生学部の文理を融合した学生集団に対して対面実施しているデータサイエンス

関連科目のカリキュラム、また工学部での基礎教育内容の一部をオンラインで実施可能な高大接続

用カリキュラムとして再構成し、高校生に対して試行を行ったので、その効果について報告する。 

2．準備と方法 

第 1 期は『データサイエンス講義体験』、第 2 期は『スマホでモノのインターネット(IoT)を体験し

よう！』という題目で全国から参加者を募り、両期とも 1 日 1 時間の 3 日間、Zoom を用いてハンズ

オン形式にて実施した。第 1 期については、初日にブロック型プログラミングツールである Scratch

の基礎を学んだ上で、2 日目に AI と連動させ、オリンピック競技のピクトグラム画像を AI に学習さ

せる部分から、PC のカメラで読み取った画像を分類する一連の機械学習の流れを実際に体験した。

また、3 日目は AI の現状と課題、また道徳的側面などについて講義を行った後、グループワークを

実施した。第 2 期は、スマホと MATLAB を用いた AI・IoT ハンズオン実習と、超スマート社会につ

いてのグループワークを実施した。オンライン実施ではあったが、大きな問題なく進めることが出来

た。本試行の効果については、主に講義終了後に実施したアンケート調査により評価した。 

3．本試行の評価について 

スマホや PC を利用し、プログラミングを通じてセンサや画像、AI までを扱う、オンラインとし

てはやや欲張りな内容であったが、受講生の満足度は非常に高く、また受講前に比べてプログラミン

グやデジタル技術に興味関心を持ったという回答も多数であった。「AI は自分とは縁遠いものと思っ

ていたが、自分でもできるんだというのは大きな驚きだった」、「大学に進学したら、興味のある文系

分野の調査に使えたらいい」、など、先端技術の意外な身近さへの驚き、更にその新しい利活用へと

発想が拡がる様子も見られるなど、前向きな意見がほとんどであった。デジタル教育とオンラインの

親和性を感じるとともに、高大接続の実質化の１つの方向性が示唆された点で、本試行によって一定

の成果が挙げられたものと考えている。 
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